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In this paper we propose Web-based communication environment called ”Community Web Platform”. Our
platform provides an easy way to exchange personal knowledge among people with lightweight metadata such
like RSS and FOAF. We investigate the nature of ”personal trustness” on the environment since it is one and
only measure for evaluating subjective information and knowledge. We also discuss how to develop and maintain
Community Web applications from our exrerience.

1. はじめに

1989年に誕生して以来，Webの規模は拡大の一途を辿って
いる．初期のWebは研究者間の情報共有ツールとして用いら
れていたが，ユーザ数が増加するにつれ，企業の広告メディア
としての利用や，Eコマースなど，新たな用途が考案されてき
た．情報共有についても，アカデミック分野の情報のみなら
ず，個人の興味などに関する情報が続々と公開され，検索エン
ジンやポータルサイトと組み合わせることで多くの情報を容易
に得られる環境が構築されてきた．この結果，Webは巨大な
辞書と呼べるほどの情報量を誇るまでになった．
一方，Webにアクセスするユーザが増加するにつれ，Web

がコミュニケーションの基盤として機能するようになっている
[1]．人々は，現実生活における友人あるいは知人とのコミュニ
ケーションを補完するために，Webを会話や議論，あるいは
コラボレーションの場として利用している．
近年のWeb技術の中で発展が著しいのは，このコミュニケー

ション基盤に関するものである．従来から存在したオンライン
掲示板（BBS）に加え，Wiki やWeblog（Blogあるいはブログ
とも称す），ソーシャルネットワークキングサービス（SNS）
など，新たなコミュニケーションのチャンネルが増加しつつあ
る [2]．また，コミュニケーションの結果が辞書としてのWeb
のクオリティを高めるというモデルも提案されている．これ
と同時に，RSSや FOAFといったメタデータの流通によって，
ソフトウェアによる情報の集約や検索，編集が容易になった．
このような状況の中で，情報を発信し，受信する個人の存

在がクローズアップされている．コミュニケーション基盤とし
てのWebでは，流通する情報の信頼性を担保するために，そ
の情報が誰のものであるかを明確にする必要がある．そこで，
個人のアイデンティティの表出，記名性が求められる．
本研究では，個人の存在がWeb上に表出され，そういった個

人間でのコミュニケーションがなされている場を「Community
Webプラットフォーム」と定義し，プラットフォームの構築
や，プラットフォーム上での情報流通の支援のあり方について
考察する．また，Web上に表出された個人の信頼性の評価に
ついても検討する．
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具体的な研究手法としては，実世界で運用可能なアプリケー
ションの構築や，その運用結果の分析を通じて，次世代のWeb
が進むべき方向性について議論を行う．その過程で，人工知
能研究がWebに対して与える影響が明確になることが期待さ
れる．

2. コミュニケーション基盤としてのWeb

前節で述べたように，Webはコミュニケーションの様式お
よびそれを支える技術の両面において大きな変化を遂げつつあ
る．ここでは，コミュニケーション基盤としてのWebにおけ
る様相や諸技術について概説する．

2.1 コミュニケーション様式の変化
インターネットの黎明期から存在した Usenetや，BBSなど

のサービスでは，特定の話題に関する参加者同士の議論がサ
ポートされ，その経過をインターネット上に公開状態にするこ
とで，多くの人々が詳細な情報を得ることを可能にした．これ
らのサービスは，議論の場に参加者が集まるモデルとなってお
り，そこで生み出されたコンテンツはすべて場に集約され，場
の管理者によって所有されることになる．
一方で，近年急速に普及が進んでいる Weblogは，個々の

ユーザがそれぞれのWebサイトを持ち，サイト内のコンテン
ツは個人用コンテンツ管理システム（CMS）によって維持管理
されるモデルとなっている [3]．Weblogユーザ間での議論は，
自身のサイトにコンテンツを掲示し，相手サイトの該当コンテ
ンツに対してリンクあるいはトラックバックを張ることで行わ
れる．このモデルでは，ユーザが生み出したコンテンツの所有
権はすべてそのユーザが持つことが明確になっている．
また，SNSではシステム管理はサービスの提供者が行うが，

参加者のそれぞれはシステム内に自身が管理するページを持
ち，コンテンツの所有権は参加者にあることが明示化されてい
る [4]．多くの SNSでは BBSに類似した議論の仕組みが用意
されているが，個々の書き込みは各参加者のページにリンクさ
れるため，コンテンツの記名性が確保されている．

2.2 メタデータの普及
CMSを利用した Webコンテンツの作成が一般化するにつ

れ，コンテンツに付与されるメタデータが注目されている．代
表的なメタデータである RSSは，Webサイト内に含まれるコ
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ンテンツのリンクや更新時間，概要を XML あるいは RDFで
記述するためのフォーマットである [5]．RSSは，個々のコン
テンツをページ単位で生成するWeblogやニュースサイトと親
和性が高く，これらの普及に合わせて急速に流通するように
なった．
各サイトから配信された RSSは，RSSリーダーあるいは

RSSアグリゲータと呼ばれるソフトウェアを用いて自動的に
収集し，一括表示を行うことができる．これにより，ユーザは
多くのWebサイトを短時間で閲覧することが可能になる．ま
た，RSSのみを対象とする検索エンジンも存在しており，RSS
リーダーなどとの組み合わせによって，擬似的なプッシュ配信
を実現している．
メタデータの応用としては，個人とその友人関係を RDFに

よって表現するためのフォーマットである FOAFがある [6]．
一部のWeblogでは，ユーザのプロフィールを記述するために
FOAFが採用されており，具体的な利用法が模索されている．

RDFはセマンティックWebの基礎となるフレームワークで
ある [7]．RSSや FOAFはセマンティックWeb環境を実現する
ための手段として期待されている．

2.3 フォークソノミー
上に述べたWebにおけるコミュニケーション様式の変化と，

メタデータの普及が融合した事例として，フォークソノミーあ
るいはソーシャルタギングと呼ばれる技術が生まれ，ユーザの
支持を得ている．フォークソノミーとは，多くの人々によって
協調的に作られる語彙の体系を意味する [8]．
フォークソノミーを実現しているオンラインブックマーク

サービスの代表である「del.icio.us」∗1では，ユーザがWebコ
ンテンツのブックマークを作成する際に，タグと呼ばれるキー
ワードを自由文で入力することができる．ブックマークはタグ
ごとに整理され，表示される．del.icio.usでは，タグはブック
マークサービスを横断的に検索する際のクエリーとしても機
能し，同じテーマで他人が作成したブックマークを閲覧するこ
とができる．1つのコンテンツに対して複数のタグを設定する
ことも可能であり，タグの共起性を利用して形成される単語の
ネットワークは新たなコンテンツの推薦に利用される．
フォークソノミーはブックマークだけではなく，写真や音楽

の共有サービスでも導入されており，さらなる利用法の提案が
続くものと思われる．

3. Community Webプラットフォーム

Community Webは，実世界における個人の活動を支援する
ために，他者とのコミュニケーションを可能にする場である．
Community Webでは，各ユーザの存在とともに，実世界にお
いてユーザ自身を取り巻いている友人関係ないし知人関係が
明示化される．本研究では，このような人間関係をパーソナル
ネットワークと呼ぶ．

Community Webにおけるコミュニケーションとは，このパー
ソナルネットワーク上で情報が移動することであると定義でき
る．パーソナルネットワーク上の知人から情報を収集すること
や，知人に向けて新たな情報を発信するといった情報流通に関
する活動は，コミュニケーションの一環であると言える．
本テーマでは，Community Web環境において，個人の情報

流通活動を支援し，活性化するための方法論について検討を
行う．
先に述べたように，Web上の個人は，情報の受信者として

の側面と，情報の発信者としての側面とを持っている．受信者

∗1 http://del.icio.us/

の立場から見ると，現在のWebは情報過多状況にあり，目的
の情報を得ることが極めて難しくなっている．また，発信者か
らの立場からは，発信する情報がより多くの人々に届くことが
望ましいが，情報を伝えるべき対象に適切に伝わらない事態が
生じている．
これまで Web上の情報流通を支えてきた検索エンジンは，

Webページに含まれるリンクの構造から各ページの信頼度を
計算し，順位づけを行っている [9]．しかしながら，検索エン
ジンのランキング手法に対応して特定のページの順位を上げる
ことを目指す検索エンジン最適化や，多量のリンクが自動的に
生成されるWeblogサイトの普及により，検索精度の低下傾向
が見られる．
これらを回避するためには，パーソナルネットワーク上の個

人同士で直接的なコミュニケーションを行うことが望ましい．
これをWeb上で実現するにあたっては，以下に示す 3つの課
題が存在すると考えられる．

• 情報流通基盤の構築

現状のWebサイトやWeblogサイトには，パーソナルネッ
トワークの要素が存在しないため，これを付加して情報
流通基盤を確立する必要がある．そのためには各サイト
の管理者の協力が不可欠であるが，これを実現するには
管理者に対するメリットやインセンティブを設計し，提
示することが望ましい．

• コミュニケーション対象の選択

パーソナルネットワーク上のユーザの中で，誰から情報
を得るか，あるいは誰に対して情報を発信するかを選択
することは極めて重要である．とくに，コミュニケーショ
ンの対象を直接の知人関係以外から探す場合に，これを
支援する必要がある．

• 個人に対する信頼性の評価

Community Webにおいては，情報の信頼性は内容そのも
のに起因するのではなく，それを作成し，発信した個人
から得られることになる．そこで，個人に対する信頼性
を定義し，評価することが必要となる．これを定量的か
つ客観的な指標として実現することは極めて困難である
が，各個人が個別に判断する際の参考情報を提示するこ
とを目標としたい．

4. これまでの研究成果

前節で述べた課題に対して，筆者らはいくつかの研究を行
い，一定の成果を挙げた．以下に成果の概要を述べる．

4.1 Semblogプラットフォーム
大向らは，Community Webに必須となるパーソナルネット

ワークと情報流通基盤との統合を，Weblogとメタデータによっ
て実現する「Semblogプラットフォーム」を提案している [10]．
ここでは，Weblogによる情報流通基盤を，メタデータ層，メ
タデータ管理層，メタデータ集約層，アプリケーション層の 4
層構造として定義し，それぞれの層に対して拡張を行った．
第 1のメタデータ層では，コンテンツを表現する RSSに対

して，トラックバック情報を記載するなど，Weblogに適した拡
張を施したうえで，パーソナルネットワークを表現する FOAF
を接続し，コンテンツの所有者に関する情報を明示化した．次
に，第 2のメタデータ管理層では第 1層の拡張メタデータを効
率的に管理するための CMSの提案と，FOAFによるパーソナ
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ルネットワークを容易に拡張するための FOAF TrackBackの実
装を行った．メタデータ集約層では，メタデータの編集や再利
用を可能にした RSSアグリゲータ「RNA」および「glucose」
を提案し，それぞれについて実装を行った．アプリケーション
層では，各個人が分散的に運用している RSSアグリゲータを
FOAFによって連結し，情報を交換することでコンテンツの検
索や推薦を行う「RNA Alliance」の実装を行った．

Semblogプラットフォームを構成するアプリケーションは実
際に配布し，現実のコミュニティで運用されている．2004年
度人工知能学会全国大会で行った実証実験では，クローズドな
情報支援サービスとは異なる情報流通形態を実現したことが確
認された．

4.2 Webからの人間関係の抽出
松尾らは，特定のコミュニティにおけるパーソナルネット

ワークの構造を，Web上の情報から自動的に抽出する手法を提
案している [11]．この手法では，検索エンジンを用いてコミュ
ニティに所属する任意の 2名の氏名がWebページ上でどれだ
け共起するかを計測し，関係の強さとして定義するとともに，
得られたWebページの内容を解析して人間関係の種類を判別
している．スナップショットを図 1に示す．
この手法により，直接の知人関係だけでは得られないパーソ

ナルネットワーク全体の構造を知ることが可能になる．また，
人間関係の種類や個人間の興味の類似を知ることができるた
め，Community Webにおけるコミュニケーション対象の選択
に役立てることが可能であると思われる．

図 1: Personal Network from the Web

4.3 議論における発言者のプロファイリング
松村らは，BBSなどのオンラインコミュニティにおいて，議

論の履歴を分析し，発言者の発言内容がその後の議論にどのよ
うに影響を与えたかによって発言者のプロファイリングを行う
手法を提案している [12]．この手法では，発言者間の時系列的
関係やキーワードの伝搬関係を利用して，各発言者の特性や議
論自体のテーマの抽出を実現している．
この手法はBBSを対象として適用されているが，Community

Web環境においても，各コンテンツの所有者が明確であり，か
つそれらのコンテンツには更新情報などのメタデータが付加さ
れていることから，同等の分析が可能であると思われる．

5. Community Webプラットフォームの目標

これまでに述べてきたように，Community Webプラットフ
ォームは，Webにおける個人性の表出とパーソナルネットワー
クによる人間関係の明示化をメタデータによって実現すると
いうアーキテクチャである．そして，このプラットフォームの
目的は，情報や知識をそれらが所属するコミュニティにグラウ
ンディングさせることである．価値観が多様化する現代社会
では，情報や知識が持つ重要性，あるいは価値基準は，万人に
適用できるものではない．それらの価値は，コミュニティ単位
か，もしくはさらに微細化された単位である人間関係において
のみ担保されると思われる．
現代における情報あるいは知識の共有は，こういったコミュ

ニティや人間関係をまたいだ形で行われる．2節で述べたフォー
クソノミーは，各個人がそれぞれの視点からコンテンツに対
してメタデータを付与するものである．フォークソノミーは，
そのままでは立場の異なる個人あるいはコミュニティ間が分断
されるのみに終わるが，それらのタグが誰によって付加された
ものかが明示され，共有されることにより，個人間，コミュニ
ティ間の差異が明確になり，相互の知識のマッピングが起こる
きっかけになり得る．コミュニティごとに分散管理された知識
体系を，多様性を保持したままで再統合することが可能になれ
ば，これまでセマンティック Webの分野で取り組まれてきた
大規模なオントロジーの構築につながると期待される．

6. プラットフォームの構築に向けて

Community Webプラットフォームがもたらすであろう利点
を列挙することは容易であるが，それを実現するにあたっての
障壁は数多い．障壁の例としては，個人単位で情報の流通を
行う際に生じやすいプライバシーの侵害に対する制御やセキュ
リティの確保といった社会的な問題が挙げられる [13]．また，
認知的な観点からは，フィードバックの問題も重大な障壁とし
て考えることができる．フィードバックが情報共有あるいは情
報流通に貢献していることをユーザに感じさせることは極めて
難しい．
多くのユーザが情報共有に対して積極的でない理由の 1つ

は，ユーザの努力が役に立たないように見えるからであると考
えられる [14]．多くの人々が Community Webプラットフォー
ムを利用するようになるためには，ユーザの行動をシステムに
よって常にチェックし，その分析結果をユーザの利用する情報
共有サービスに即座に反映させる必要がある．しかしながら，
情報や知識の共有は，本質的には長時間を要するものであり，
その点が多様性やスケーラビリティにつながるということは無
視できない．
そこで，本研究では，実世界における情報・知識共有アプリ

ケーションが満たすべき 2つの効用（gratification）を提案す
る．instant gratificationは情報・知識の共有を考慮せずにユー
ザが得られる効用であり，delayed gratificationは情報・知識共
有によって得られる効用である．
新たなアプリケーションを普及させるにあたり，instant grat-

ificationはユーザをつなぎとめる役割を果たし，その間に情報・
知識共有の真の効用である delayed gratificationが得られるよ
うになる．あるアプリケーションが普及するかどうかは，それ
ぞれの効用の質よりも，2種の効用のバランスをどのように設
定するかによって決定されると思われる．先に述べたように，
情報・知識共有を実現するためには長い時間を要するため，情
報・知識共有の結果がアプリケーションの導入直後に反映され
るようなモデルは現実的でない．
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Webは両方の効用を持っている．ハイパーテキストの編集
は，人々が持つ情報や知識を組織化するために適した方法であ
るために，即座にユーザにとっての利益を生み出す．同様のこ
とをワードプロセッサのような形式で表現することは難しい．
そして，Webでは編集された文書を公開することに特段のコス
トを必要としないため，容易に情報を公開することが可能であ
る．情報の発信者は，それを読んだ人々からのフィードバック
を得ることにより，delayed gratificationを得ることができる．
ここで，重要な問題は，構築すべきシステムにおいてどのよ

うに 2つの効用を定義し，設計するかということである．本研
究では，Webに代表されるシステムの観察結果や，これまでに
行ってきた情報・知識共有システム構築の経験をもとに，ユー
ザを instant gratificationの享受者から delayed gratificationの享
受者に移行させるための translucence strategyを提案する．こ
れは，個々のユーザを近い距離に配置し，delayed gratification
の有効性を予感させるという単純な戦略である．これにより，
ユーザを delayed gratificationを享受できる段階に引き上げる．
この戦略を実行するにあたっては，instant gratificationを得る
ためにユーザが取るべきことと，delayed gratificationを得るた
めの情報・知識共有行動との差を最小限に留める必要がある．

7. まとめと今度の展開

近年普及が進んでいるWeblogや SNSは，個人の存在をWeb
上に表出させ，そういった個人間のコミュニケーションを活性
化させる働きを持っている．同時に，RSSや FOAFといった
メタデータの流通によって，ソフトウェアによる情報の集約や
検索，編集が容易になった．このように，Webはコミュニケー
ションの様式およびそれを支える技術の両面において大きな変
化を遂げつつあるが，これらの変化が個人の行動に与える影響
については考察がなされておらず，また変化の方向性について
の議論も少ない．そこで，本提案では，Webを個人の日常的
なコミュニケーションやコミュニティ活動の場として捉え，こ
の機能を有効に支援するための技術的要件および実現可能性に
ついて議論を行った．
ここでは，セマンティック Webの分野で議論されてきた情

報の信頼性に関する問題や，オンラインコミュニケーションの
基盤となる意味体系の整備，情報の伝搬範囲のコントロールな
どの課題を，コミュニティの成員が日常的に行うローカルな情
報の組織化によって解決することが必要となる．これらが満足
されることで，従来のトップダウン型およびボトムアップ型の
情報処理パラダイムとは異なる情報流通形態の実現が期待さ
れる．
今後の研究の戦略としては，初期は分析研究と提案研究を

個別に進める．分析研究では，WebページやWeblog，BBS等
から抽出可能な人間関係ネットワークについての分析から，個
人間のコミュニケーションのモデル化を行う．提案研究では，
メタデータ，パーソナルネットワーク，コンテンツマネジメン
トといった要素技術をもとにシステムを構築し，実証実験等を
行う．中期以降はそれぞれの成果を統合した Community Web
プラットフォームの提案を中心に，アプリケーションの開発と
その有効性の検証を行う．
本提案は，すでに起こりつつある技術の変化，ならびにユー

ザの行動の変化に適応したWebのアーキテクチャを構築する
ことを目標としている．よって，本提案においては，スケーラ
ビリティを含め，実用可能性を強く意識した人工知能技術の設
計に注力する．また，モバイル環境やユビキタス環境といった
新たな情報技術との統合についても検討する．
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